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取り組む課題

全国の定時制高校には貧困状態にある高校生が

一定数在籍しています。

実際に1/3の生徒がひとり親家庭出身で、ある大

阪府内の定時制高校では25％の生徒が生活保護

受給家庭にいるとのことでした。

さらに、全国の定時制高校1年次の中退率は21％

（全日制高校の14倍）。

困難を抱えた高校生が次の所属先が決まらないま

ま社会に放り出されてしまっています。
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人とのつながりをつくる事業

当プロジェクトは、定時制高校に通う高校生が「つながり」を得ることで、自分の「これか

ら」を前向きに考えられるようにするための授業「クレッシェンド」を行います。
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DxPのクレッシェンドは

全国展開をはじめているのに

どうして助成が必要なんですか？

大阪（4割シェア）、京都、和歌山、滋賀、

兵庫、札幌、岡山、東京…
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クレッシェンドの運営の課題（2017年春の修羅場）

プログラムの質が下がってきているという現場スタッフの感覚

（生徒の反応まばら・ボランティア満足度下がる）

急激な授業数増加 → しんどい
そもそも「質」の定義

あいまい→目指すところ

明確でない

いそがしい・仕事をこなしている

スタッフ「しんどい」

業務効率が悪い 育成体制がない
助け合える

仕組みがない

ロジックモデル策定・ソー

シャルインパクト測定チー

ムの動きがあとまわしに。

動かない

なぜ？

なぜ？
なぜ？

なぜ？

なぜ？

高校生のこと、ボランティアのことに集中して考えられていない状態 いそがしい→あとまわし→成果指標みえない
→徒労感→いそがしい…悪循環
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助成事業で取り組ませていただいたこと。

助成期間は、助走期間にしよう！

公立定時制での

クレッシェンドの実施

（←実施と同時に）
業務効率化とスタッ
フ育成体制をつくる

ロジックモデルを
構築しなおし→アン
ケート再構築・実施
（社会教育学の先生が伴走）
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クレッシェンド実施の裏で大量の試行錯誤…！！！

①クレッシェンドの場をつくる流れをひ

と目でわかる資料【10割完了→運用

実験中）】

②フローチャート【9割完了】

クレッシェンドを運営するためのはじま

りから終わりまでが一気にわかる

③ワークの種類がわかるシート【9割】

ワークのルールが事前にある程度把

握できるようにする ／ワークの説明・

準備物・どうやってやったらいいのか

④メールフォーマット【完了】

リマインドメール・お礼メールのフォー

マットと自動化

⑤FAQをつくる【5-6割】

イレギュラー対応時の判断を一覧に

⑥ストレージサービス-ファイルの整

理・誰でも閲覧可能に。

業務改善 育成体制づくり
助け合える

仕組みづくり

①LINEグループつくる【完了】

現メンバーの連絡先がわからない状

態だったので見える化→連絡とりやす

いように

②ランチミーティング制度の活用【完

了】部長権限→だれでも使えるように

③各企画に＋1のフォロースタッフを

つける 【未着手】 ※必要か含めて再

検討

①新スタッフ向け研修【完了】

いままではビジョン共有を軽くやってい

る程度だった→基本3姿勢を理解して

もらえるように

②新人には司会（ファシリテーター）以

外のバディ制度を設ける 【未着手】

フィードバックを受け取れる体制に

③外部イベントやセミナーの告知／参

加の促し【ちょっとずつ実施】
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プログラム構築用会議シート

→話し合い内容がシンプルになり、より生徒ひとりひとりの対応に集中できるように

→一部ちょっと話し合いがしづらいところがあるので運用しながら改善します！v
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学校営業〜研修〜クロージングまでの流れを一覧に
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ソーシャルインパクト策定チームの動き

①外部の大学教授と一緒に話し合いながら

インパクト・アウトカム・アウトプット・インプット を定義しなおし【8割完了】

②アウトプット指標をもとに、クレッシェンドアンケートの再構築【5割完了】

③アンケート実施【未着手、3月以降実施見込み】

ロジックモデルが絶対ではない。

でもやりたいことは、「やること」→「なすこと」

をきちんとつなげること。


